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い技術を駆使して小島君が成し遂げた、模刻作業を経ることによってであることに他ならないだろう。変則
的な割首は頭部の角度の調整のためであり、肘の矧ぎ方の特異さは手の角度の調整のためである。特に当初
から問題視されていた差し込まれた脚の構造は、微妙に膝が折れており自然な立ち方の確立を摸索している
ことが窺える。また復元模刻像には、亡失していた垂髪の復元、造像当初とは異なると思われる天衣を当初
の様式に直した。漆箔の古色仕上げも見事なもので、完成度の高い模刻像である。 
もう１点の縮尺模型は、檜の素地仕上げであり、８０％のサイズでできている。複雑な構造が判るように、
各パーツが少し離れた状態で組み立てられている。この優れた縮尺模型があることにより、中性院像の構造
の理解に大いに役立っている。 
以上のように、小島久典君が提出した２点の作品は、最高級の高い技術で完成された模刻像であり、また
模刻により多くの新しい解明がなされるという、優れた研究となっており、高く評価したい。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
小島久典は、修士課程において、鎌倉時代の謎の仏師集団・善派の作例である「東京国立博物館所蔵 菩
薩形立像」（以下、東博像）を模刻研究し、木地の仕上げながらみごとな成果を挙げている。そして博士課程
においては、東博像よりも30年ほど以前に制作されながら、造形表現が大変よく似通っている東大寺中性院
弥勒菩薩立像を研究課題として選び、その模刻制作を通じて、本像が持つ不可解な構造と技法の理由をみご
とに解明し、両像の美術史的位置関係を論証することに成功した。超絶技巧とまで評される高度な伎倆を見
せる本像を現状模刻する過程で、50パーツを超えるたいへん複雑で無計画にも思える構造を、X線画像や３D
レーザースキャニングデータを駆使することで丁寧に解析し、通暁の静止した菩薩像の造形表現から、歩み
を始めている動態表現へと制作途中に改変するために施された合理的な処置の結果であることをつきとめた。
また膝までを含む差し込み式の両足やそれを固定する棚板などの足回りの造作をはじめ、頭部を俯かせるた
めの四角い割首や、玉眼の向きを微調整させるために頭部を横に切断していることなどの加工の理由も、原
本と同じ工程を追体験することによってみごとに実証している。そして本像と東博像を比較することによっ
て、建長年間に造られた本像が、後の東博像など極めて精緻な技巧を駆使して一時代を築きながら、仏師と
しての系譜が未だ解明されていない善派様式へと発展する道程をみごとに論証したといえる。この研究によ
って、慶派から善派へ移っていった鎌倉時代の南都仏師の系譜に関する研究が今後大きく進展することが期
待されるなど、美術史的波及効果は大きい。また現状模刻像も、想定復元部分や古色仕上げも含め、非の打
ち所のないみごとな完成度となっており、参考資料として提出されている構造模型や３Dデータによるコン
ピュータグラフィックスも、複雑な構造を理解する上で大きく寄与していることなど、プレゼンテーション
も大変優れており、高い総合評価を与えたい。 
また審査会当日に行った美術史一般に関わる口頭試問において、充分な素養を有していることを確認した。 
 
